
みるみるわかる
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はじめに

本書の特色

本書の構成

数学の学習は，導入をしっかり理解し，その単元で学習する流れを全体的にとらえ
ることが大切です。そして，基本的な解法を習得したら，きちんと基本・発展にレ
ベル分けされたパターン学習で，典型的な標準問題をこなすことで，さらに理解度
を深めて確実な力を身につけましょう。最後に，力を伸ばすための応用問題にチャ
レンジし，じっくり時間をかけて，楽しみながら解いていきましょう。解けたとき
の喜びこそが数学の醍醐味です。さあ，一緒に『ステップ式数学』で，数学をみるみ
る得意にしていきましょう。

本書は，典型的な標準問題や学校の定期テスト必出の良問を精選し，それらを基本
パターンと発展パターンにはっきりレベル分けしています。そして，そのステップ
をこなしていけば，本物の数学の力が自然に，しかも効率よく身につくよう工夫さ
れています。また，各単元の分量や，学習するときの時間的配分にも考慮して構成
されており，計画的な学習を可能にしているため，自学自習にも最適です。あなた
がより効果的な学習を進められるよう，次のことを参考にしながら学習を進めて下
さい。

わかるかな？

基本・発展

ト　ラ　イ

ワザあり！

練習問題

応用問題

発展内容へ
ジャンプ！

パターン

各章のはじめにあるこのコーナーは，これから学習する新しい数学に
対して，身近な事象や今までの復習を織り交ぜ，興味が持てるよう掲
載されています。楽しく読んで下さい。

各単元の理解度を深めるため，バリエーションに富んだ良問を精選し，
豊富な問題量を収録してあります。家庭での復習や演習授業で，これ
らをノートに解いて学習すれば確実に力がつきます。

最近の高校入試において，「思考力」が必要な問題がかなり増えてきて
います。ここでは，難易度の高い「思考力」を養う良問を精選しています。
じっくり時間をかけてチャレンジしましょう。

ここでは，教科書で扱われていない発展的内容や高校数学の内容を学
習できます。中学生でも十分取り組めるよう工夫されているので，余
裕があればぜひ学習して下さい。

基本・発展パターンの後には，すぐに類題があります。これをこなせば，
それぞれのパターンをマスターできます。

学校の授業では教えてもらえない実戦的な解法です。これを身につけれ
ば，より正確に，かつ速く解くことができます。

典型的な標準問題を，くわしく分かりやすい流れで，穴うめ式で解い

ていきます。　　　　をしっかり押さえ，まずは基本的な解法の流れ

をしっかりつかんで下さい。分からない場合や答え合わせは，各ペー
ジの下の答えを利用して下さい。
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Ⅶ四分位数と箱ひげ図
〈これから学習する新しいデータの見方〉

　この章では「四分位数」などの新たな代表値を学び，さらにそれらを
利用した「箱ひげ図」という表し方も学ぶ。これらを使うと，たくさん
のデータを比べるときなどに便利である。

ワシは箱ひげ
大王じゃ。

第 1試合 第 2試合 第 3試合 第 4試合 第 5試合 第 6試合 第 7試合 第 8試合 第 9試合 第12試合 合計得点 平均得点

A
チーム
B

チーム

5
1

4
5

3
8

4
0

4
2

1
7

6
0

2
6

5
1

第10試合

5
2

第11試合

5
8

ー
8

44
48

4
4

0 1 2 3 4 5 6 7 8
0

1

2

3

5

（得点）

（
回
数
）

0 1 2 3 4 5 6 7 8
0

1

2

3

4 4

5

（得点）

（
回
数
）

　下の表は，2 つの野球チーム A，B が最近 2 か月間における試合で獲得した得点を示
したものである。このデータをよく見ると，次のことがわかる。
①   両チームの一試合当たりの平均得点は同じ４点である。
②   両チームの得点のばらつきが異なり，得点の取り方に違いがある。

①   試合によって，たくさん点を取れるときと，あまり点を取れないと
きがあり，その差が大きい。

▼ここではヒストグラムを使って両チームの得点の取り方を比べてみる。

▼このような例からわかるように，２種類のデータの平均値が同じでも，それらがもつ傾向が異なること
も多くある。これから学ぶ箱ひげ図を使うと，それらの違いを一目で見分けることができる。

確認１ 　両チームの得点を，点の少ない順に左から並べなさい。

確認２ 　確認１をもとにして，両チームの獲得した得点のヒストグラムをつくりなさい。

確認３ 　両チームの 1 試合当たりの平均得点は共に 4 点であるが，点の取り方には違いがある。ヒストグラム
を参考にして，次の特徴を持つチーム名を答えなさい。

〔Ａチーム〕

〔Ａチーム〕 〔Ｂチーム〕

〔Ｂチーム〕

〔　〕チーム
②   どんな試合でも着実に点を取っている。 〔　〕チーム

確認１〔Ａチーム〕　1　2　3　4　4　4　5　5　5　5　6　
　　　 〔Ｂチーム〕　0　0　1　1　2　2　5　6　7　8　8　8

確認 3 ① Ｂ　② Ａ

確認 2答え
わかるかな？

し ぶ  ん す  うい

0 1 2 3 4 5 6 7 8
0
1
2
3

5

（得点）

（
回
数
）4

〔Ａチーム〕
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0 1 2 3 4 5 6 7 8
0
1
2
3
4
5

（得点）

（
回
数
）

〔Ｂチーム〕

１.四分位数と箱ひげ図の基礎
四分位数 　中央値をもとにして，データの分布を表すために，四

分位数というものを用いる。

　データを小さい順に並べたとき，データ全体を四等分する位置の数を四分位数という。
　それらは，小さい方から第1四分位数，第2四分位数，第3四分位数と呼ぶ。

　また，第３四分位数（Ｑ3）－第１四分位数（Ｑ1）の値を四分位範囲と呼ぶ。

Ｑ3ともいう
「中央値」と同じ。Ｑ2ともいう

Ｑ1ともいう

・ ・ ・ ・

はんい

▼   下のデータはＡチーム，Ｂチームの得点を左から少ない順に並べたものである。これをもとに四分位数
や四分位範囲を計算し，㋐～㋙に記入しなさい。

データ数が奇数個
〔Ａチーム〕

1 2 4 4 5 5 5 5 6
① ② ④ ⑤ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

第 1四分位数
（Ｑ1）

第 1四分位数
（Ｑ1）

四分位範囲
（Ｑ3－Ｑ1）

（㋒－㋐）

㋐ ㋑ ㋒

㋓
範囲

（⑪－①）

㋔

データ数が偶数個
〔Ｂチーム〕

0 0 1 1 2 2 5 6
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

7
⑨

8
⑩

8
⑪

8
⑫

②   Ｄチーム（平均得点…4点）

1 1 1
① ② ③

2 3
④ ⑤

3 4
⑥ ⑦

5 5
⑧ ⑨

7
⑩

8
⑪

8
⑫

①   Ｃチーム（平均得点…4点）

0 0 1
① ② ③

1 4
④ ⑤

5 6
⑥ ⑦

6 6
⑧ ⑨

7
⑩

8
⑪

2

①   

次のデータについて第 1 四分位数，中央値（第 2 四分位数），第 3 四分位数，四分位範囲，範囲を求め，右
下の表に記入しなさい。

0    1    1    2    2    3    3    3    3    4    5    6    7

②   0    1    2    3    3    3    3    4    5    6    6    7

● 第 2四分位数
（中央値 Ｑ2）

第 2四分位数
（中央値 Ｑ2）

● 第 3四分位数
（Ｑ3）

第 3四分位数
（Ｑ3）

●

㋕ ㋖ ㋗
● ● ●

●●

四分位範囲
（Ｑ3－Ｑ1）

（㋗－㋕）
㋘

範囲（⑫－①）
㋙

●●

第 1
四分位数

第 3
四分位数 範　囲中央値

①
Ｃ

②
Ｄ

範　囲中央値

①

②

答え ㋐ 3　㋑ 4　㋒ 5　㋓ 2　㋔ 5　㋕ 1　㋖ 3.5　㋗ 7.5　㋘ 6.5　㋙ 8

1 Ｃチーム，Ｄチームの得点について，第 1 四分位数，中央値（第 2 四分位数），第 3 四分位数，四分位範囲，
範囲を求め，右下の表に記入しなさい。

3
③

4
⑥

データ数は 11，よって中央値は 6番目の数となる

後半のデータの中央値

後半のデータの中央値

前半のデータの中央値

前半のデータの中央値

データ数は 12，よって中央値は
6番目と 7番目の数の平均となる

7＋8
2（ ）2＋5

2（ ）1＋1
2（ ）

第 1
四分位数

第 3
四分位数

四分位
範囲

四分位
範囲
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25252525

Ｑ1 Ｑ2 Ｑ3

データ全体 100

【四分位数のしくみ】
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2（ ）1＋1
2（ ）

第 1
四分位数

第 3
四分位数

四分位
範囲

四分位
範囲
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25252525

Ｑ1 Ｑ2 Ｑ3

データ全体 100

【四分位数のしくみ】



箱ひげ図2
　データの分布について，データの最小値，四分位数，最大値を箱と線 （ひげ） で
表した図を箱ひげ図という。箱ひげ図とそれぞれの値の関係は下記の通りである。

第 1四分位数
（Ｑ1）

第 3四分位数
（Ｑ3）

第 2四分位数
（中央値 Ｑ2）

最小値 最大値
変量

ひげ 箱

箱ひげ図は右の
ように縦向きに
かく場合もある。
また平均値の位
置を＋で表すこ
ともある。

▼   ステップ 1  基本パターン 1 のＡチームとＢチームのデータは次の通りである。これをもとに箱ひげ図
を完成させなさい。

1）   Ａチームのデータ

前ページのＣチームとＤチームのデータを，トライ１を参考にして下の表に記入し，これをもとに箱ひげ図
を完成させなさい。

〈箱ひげ図〉

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （点）

3

1） 2）答え

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （点） 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （点）

1

2）   Ｂチームのデータ

①   Ｃチームのデータ

②   Ｄチームのデータ

四分位範囲
範囲

3

第 1四分位数 中 央 値 第 3四分位数 最大値

4 5 6

四分位範囲

2

範　囲

5

最 小 値

〈箱ひげ図〉

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （点）

0 1

第 1四分位数 中 央 値 第 3四分位数 最大値

3.5 7.5 8

四分位範囲

6.5

範　囲

8

最 小 値

〈箱ひげ図〉

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （点）

第 1四分位数 中 央 値 第 3四分位数 最大値 四分位範囲 範　囲最 小 値

〈箱ひげ図〉

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （点）

第 1四分位数 中 央 値 第 3四分位数 最大値 四分位範囲 範　囲最 小 値
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箱ひげ図からわかること3

0 5 10 15 20 25 30（日数）

答え

　気象用語では，１日の最高気温が 35℃以上の日を猛暑日とよぶ。夏子さんが，Ａ市の８月の猛暑日の日数を 24

年間にわたって調べ，それを図１のようなドットプロットで表した。それをもとにして，箱ひげ図で表すと図 2の
ようになった。このことから，箱ひげ図では，それぞれの部分に約 25％ずつのデータが入っていることがわかる。

〈図１〉

〈図２〉

0 2

2

5 6 7 10 12 13 15 20 21 22 25 30（日数）

25％

最小値 最大値第 1四分位数 第 2四分位数
（中央値）

0 5 10 15 20 25 30
（日数）

0 5 10 15 20 25 30

　図 1と図 2を比べるとわかるように，箱ひげ図ではデータ数の分布は右
のようになっている。
　ただし，データの個数によってはピッタリと 25％にならない場合もある。
　なお，「範囲」や「四分位範囲」の幅が広いほど，「データの散らばりぐあい」が大きいといえる。

基本パターン 3

4 上のＡ市とＢ市の箱ひげ図を見て，次の①～④のことがらについて，正しい場合は○，誤っている場合は×，
これだけではわからない場合は？を　　に記入しなさい。

①   Ａ市の８月の猛暑日の平均日数は 12.5日である。

②   Ｂ市において，左のひげの長さより，右のひげの長さが長いので，
左のひげより，右のひげに含まれるデータ数の方が多い。

③   Ａ市では 24年間のうちで，猛暑日が 7日以上 22日未満
　   だった年は 12年あった。

④   Ｂ市では，年間の猛暑日が 11日以下だった年が半分を
   　しめる。

基本3

▼   次の図は，図１と同じく，Ｂ市の８月の猛暑日の日数を 24年間にわたって調べたものである。これを箱ひ
げ図で表しなさい。
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〈データ数 6〉
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25％
25％ 25％

〈データ数 6〉 〈データ数 6〉
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（約 50％）

約 25％ 約 25％ 約 25％
約 25％

〈データ数 6〉 〈データ数 6〉 〈データ数 6〉

第 3四分位数

Ａ市の 8月の猛暑日の日数

Ｂ市の 8月の猛暑日の日数

もうしょび

（日数）

〔以上・以下〕・〔未満〕

〈例〉
50以上

50を含む

50を含まず，
それより下

50以下

50未満
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1

たくさん解いて，解き方を工夫したりして，問題に慣れよう！たくさん解いて，解き方を工夫したりして，問題に慣れよう！

次に示したデータについて，右の表をうめなさい。 ステップ 1

①   0 2 3 3 4 5 7 9

②   3 4 4 4 6 7 9 10 10

2

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 （点）

①   このデータについて，右の表をうめなさい。

②   ①で出した値をもとに，このデータの箱ひげ図をつくりなさい。

②   下のＡ～Ｄのうち，この図から読み取れることで正しいも
のをすべて選び記号で答えなさい。

次のデータは，ある中学校の A 組 26人の計算テストの結果を，点数の低い順に並べたものである。これについて下の
問いに答えなさい。

3 次のデータは，ある中学校のＡ組男子 17人のハンドボール投げの測定結果（単位は m）を小さい順に並べたものである。
これについて次の問いに答えなさい。

4 次の図は，Ａさんのクラス生徒 24人の 10日間の学習時間のデータを箱ひげ図にしたものである。これについて次の問
いに答えなさい。

3　3　3　4　4　5　5　5　5　6　6　6　6　7　7　7　7　8　8　8　8　9　9　9　10　10

ステップ 2

14　 15　 15　 15　 17　 18　 20　 23　 24　 25　 26　 26　 27　 29　 31　 32　 34

①   次の表をうめなさい。

②   ①をもとにして，Ａ組のハンドボール投げの結果を箱ひげ図に表しなさい。

①   次の表をうめなさい。

10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 （ｍ）

Ａ   学習時間が 10時間以上の生徒が約 50％いる。

Ｂ   学習時間が最も長い生徒は，16時間である。

Ｃ   学習時間が 8時間以上 16時間以下の生徒は約半数いる。

Ｄ   学習時間が 8時間以上 10時間以下の生徒は，2人である。

0 5 10 15 20（時間）

150 Ⅶ 四分位数と箱ひげ図

第 1四分位数

中央値

第 3四分位数

四分位範囲

① ②
㋐

㋑

㋒

㋓

㋐

㋑

㋒

㋓

最小値

第 1四分位数

中央値

第 3四分位数

最大値

四分位範囲

㋐

㋑

㋒

㋓

㋔

㋕

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔
第 1四分位数 中 央 値 第 3四分位数 最大値

㋕
四分位範囲

㋖
範　囲最 小 値

最小値

第 1四分位数

中央値

第 3四分位数

最大値

四分位範囲

㋐

㋑

㋒

㋓

㋔

㋕

ステップ 1 2

ステップ 2 3
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次のデータは 50 点満点のテストを受けた 10 人の生徒の点数を小さい順に並べたものである。これについて，下の問
いに答えなさい。

9　　13　　13　　14　　15　　15　　18　　19　　19　　25

9　　13　　13　　14　　15　　15　　18　　19　　19　　25　　38

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

①   このデータについて，次の表をうめなさい。

②   この 10人のデータについて，平均値も入れた箱ひげ図をかきなさい。

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

④   この 11人のデータについて，平均値も入れた箱ひげ図をかきなさい。

⑤   あるデータ集団において， ③での「38点」のような，とびぬけた値のことを「外れ値」とよぶことがある。
①と③の値を比較したとき，外れ値の影響を受けにくいと考えられるのは，範囲，四分位範囲，平均
値のうちのどれか。

③   この 10 人の他に欠席していたもう１人がテストを受けたところ，その生徒は 38 点を取った。こ
のとき，新しいデータについて，下の表をうめなさい。

はず

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔
第 1四分位数 中 央 値 第 3四分位数 最大値

㋕
四分位範囲

㋖
範　囲

㋗
平均値最 小 値

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔
第 1四分位数 中 央 値 第 3四分位数 最大値

㋕
四分位範囲

㋖
範　囲

㋗
平均値最 小 値

さあ，チャレンジしてみよう！あきらめずに最後までトライ！さあ，チャレンジしてみよう！あきらめずに最後までトライ！

次のデータはある生徒10人の漢字テストの得点である。このデータの平均値は6.9点で，第1四分位数は5点である。このとき，
次の問いに答えなさい。ただし，a，bは自然数で，a＜bである。

9，6，9，10，8，7，4，8，a，b 　　単位（点）

①   a，bの値を求めなさい。

②   このデータの中央値，第 3四分位数を求めなさい。

5
単位（点）

（点）

（点）

ステップ 1 2 3
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さあ，チャレンジしてみよう！あきらめずに最後までトライ！さあ，チャレンジしてみよう！あきらめずに最後までトライ！

次のデータはある生徒10人の漢字テストの得点である。このデータの平均値は6.9点で，第1四分位数は5点である。このとき，
次の問いに答えなさい。ただし，a，bは自然数で，a＜bである。

9，6，9，10，8，7，4，8，a，b 　　単位（点）

①   a，bの値を求めなさい。

②   このデータの中央値，第 3四分位数を求めなさい。

5
単位（点）

（点）

（点）

ステップ 1 2 3
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２.四分位数と箱ひげ図の応用
ヒストグラムと箱ひげ図 　ここでは，ヒストグラムと箱ひげ図の関係を学習

する。

▼   下のヒストグラムはｐ.147で学んだ４つの野球チームＡ～Ｄの最近 2 か月間における試合で獲得した得
点を示したものである。これについて，下の問題に答えなさい。

答え ㋐ A　㋑ R　㋒ Q　㋓ R　㋔ Q　㋕ S　㋖ S　㋗ P　㋘ C　㋙ S　㋚ R　㋛ P　㋜ S　㋝ Q

0 1
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（
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）

（得点）
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Ｑ
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Ｒ
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（得点）

Ｃチーム
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2 3 4 5 6 7 8

（
回
数
）

（得点）

Ｄチーム

● 次の　　　にふさわしい記号を書きなさい。
　　　　   

②   残った箱ひげ図Ｐと　　　　   を比べると，中央値が高いのは　　　　   の方だとわかる。よってＢチームは　　　　   で，

　　　　   チームは　　　　   となる。

▶以上をまとめるとそれぞれの箱ひげ図は次の通りとなる。

㋐

㋕ ㋖ ㋗

㋘ ㋙

㋚ ㋛ ㋜ ㋝

㋓

㋔

㋑ ㋒

Ａチーム　　　　   ，  Ｂチーム 　　　　  ，  Ｃチーム 　　　　  ，  Ｄチーム　　　　  

①   4つのヒストグラムを見ると，最小値が 1なのは，Ｄチームと　　　　   チームとわかる。よって，その箱ひげ図はＱか

　　　　  　　となる。  Ｑと㋑を比べると，範囲が広いのは　　　　  の方だとわかる。よってＡチームは　　　　   で，

　　Ｄチームは　　　　  である。

1 下の A，B，Cのヒストグラムについて，それぞれ対応する箱ひげ図をア，イ，ウの中から選びなさい。
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ヒストグラムと箱ひげ図の形
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【四分位範囲】 【中央値】
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箱ひげ図を比べる2 　何種類かのデータを比べるとき，箱ひげ図を並べて比較す
ると便利である。

▼   右の図は，あるデパートの同じ階に出店している，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ店の
１日の入店者数について，28日間調査したデータの箱ひげ図である。

　下の箱ひげ図は，ある中学校で行った英語，数学，国語，理科，社会のテストについて，生徒80人の得点
を表したものである。このとき，次の①～⑤にあてはまるテストの科目を答えなさい。

3

答え

発展パターン 1

（1）範囲が最も大きいのは　　　　   店で，四分位範囲が最も大きいのは

　　　　   店である。

㋐

㋑

（2）1日の入店者数が 300人を下回る日が 7日以上あったといえるのは

　　　　   店である。
㋒

（3）1日の入店者数が 500人を超えた日が14日以上あったといえるのは　　　　   店である。

（4）28日間を通して，最も来店者が少なかったと考えられるのは　　　　   店である。

㋓

㋔

発展1 ㋐ B　㋑ C　㋒ B　㋓ A　㋔ D　

10 20 30 40 50 60 70 80 90 1000 （点）

英語

数学

国語

理科

社会

0
A店 B店 C店 D店

250

300

350

400

450

500

550

600
（人）

2 次の A～ Cのヒストグラムについて，それぞれ対応する箱ひげ図をア～ウから選びなさい。

箱ひげ図の面白さが
わかってきたかな？

①   40点未満の生徒が 60人以上いる。 ②   50点以上 80点未満の生徒が 40人以上いる。

③   30点未満の生徒がいない。 ④   80点以上の生徒が半数以上いる。

⑤   範囲は 80点，四分位範囲は 50点である。

A

ア ウイ

B C
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２.四分位数と箱ひげ図の応用
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● 次の　　　にふさわしい記号を書きなさい。
　　　　   

②   残った箱ひげ図Ｐと　　　　   を比べると，中央値が高いのは　　　　   の方だとわかる。よってＢチームは　　　　   で，

　　　　   チームは　　　　   となる。

▶以上をまとめるとそれぞれの箱ひげ図は次の通りとなる。
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　　　　  　　となる。  Ｑと㋑を比べると，範囲が広いのは　　　　  の方だとわかる。よってＡチームは　　　　   で，

　　Ｄチームは　　　　  である。

1 下の A，B，Cのヒストグラムについて，それぞれ対応する箱ひげ図をア，イ，ウの中から選びなさい。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

0
1
2
3
4
5
6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
0
1
2
3
4
5
6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
0
1
2
3
4
5
6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 100 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

A

ア ウイ

B C

ヒストグラムと箱ひげ図の形

山　型

【四分位範囲】 【中央値】

台地型 右寄り型 左寄り型

せまい 広い
左寄り右寄り

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

0
1
2
3
4
5
6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 90
1
2
3
4
5
6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 90
1
2
3
4
5
6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 100 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

２．四分位数と箱ひげ図の応用 153

箱ひげ図を比べる2 　何種類かのデータを比べるとき，箱ひげ図を並べて比較す
ると便利である。

▼   右の図は，あるデパートの同じ階に出店している，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ店の
１日の入店者数について，28日間調査したデータの箱ひげ図である。

　下の箱ひげ図は，ある中学校で行った英語，数学，国語，理科，社会のテストについて，生徒80人の得点
を表したものである。このとき，次の①～⑤にあてはまるテストの科目を答えなさい。

3

答え
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（1）範囲が最も大きいのは　　　　   店で，四分位範囲が最も大きいのは

　　　　   店である。

㋐

㋑

（2）1日の入店者数が 300人を下回る日が 7日以上あったといえるのは
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（3）1日の入店者数が 500人を超えた日が14日以上あったといえるのは　　　　   店である。

（4）28日間を通して，最も来店者が少なかったと考えられるのは　　　　   店である。
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2 次の A～ Cのヒストグラムについて，それぞれ対応する箱ひげ図をア～ウから選びなさい。

箱ひげ図の面白さが
わかってきたかな？

①   40点未満の生徒が 60人以上いる。 ②   50点以上 80点未満の生徒が 40人以上いる。

③   30点未満の生徒がいない。 ④   80点以上の生徒が半数以上いる。

⑤   範囲は 80点，四分位範囲は 50点である。
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1

たくさん解いて，解き方を工夫したりして，問題に慣れよう！たくさん解いて，解き方を工夫したりして，問題に慣れよう！

下の A～ Dのヒストグラムについて，それぞれ対応する箱ひげ図をア～エの中から選びなさい。

ＢA

ア ウ エイ

Ｃ Ｄ

ステップ 1

ステップ 2
2 下の表は次の 4 つの場所における，ある年の 8月の 31日間の最高気温のデータについて，まとめたものである。下の

問いに答えなさい。

北海道・Ａ市

最小値 第 1四分位数 中央値

最高気温（℃）

第 3四分位数 最大値

21 24 27 28 35

22 27 32 35 38

27 32 33 36 37

29 30 31 32 33

東京・Ｂ市

大阪・Ｃ市

沖縄・Ｄ市

北海道・Ａ市

東京・Ｂ市

大阪・Ｃ市

沖縄・Ｄ市

①   上のデータについて，それぞれ箱ひげ図をかきなさい。

②   次の文の　　にあてはまる市の名前を答えなさい。
１）範囲が最も大きいのは，　　 市である。
２）四分位範囲が最も小さいのは，　　 市である。
３）その日の最高気温が 27℃以下である日が約 50％を占めるのは，　　 市である。
４）その日の最高気温が 32℃以上ある日が最も多いのは，　　 市である。

③   次のア～エの中で正しいものをすべて選びなさい。
ア   Ａ市では，8月 1か月のうち 27℃以下の日が 15日以上あるが，Ｂ市では 7日以上である。
イ   Ｃ市では，27℃以上 32℃以下の日数は，36℃以上 37℃以下の日数の約５倍である。
ウ   Ａ市～Ｄ市の四分位範囲から判断すると，南に位置する市ほど，8月の最高気温が高いといえる。
エ   4つの市のヒストグラムをかくと，中央が高く，左右対称の富士山のような形に最も近くなるのは，
　   Ｄ市である。
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1組 2組 3組 4組
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3 次の箱ひげ図は，ある中学校の A組，B組のそれぞれ 35人の生徒について，家から学校までの通学時間（単位：分）
の調査結果をまとめたものである。この箱ひげ図から読み取れることとして，次の　　　に当てはまる数やA，Bの記
号を入れて答えなさい。

4 右の図は，  A 中学校の 2 年生 1 組から 4 組までの各
クラスの 1 か月間の読書冊数を箱ひげ図で表したも
のである。なお，各クラスの生徒数はすべて 40 名で
ある。このとき，次の記述で箱ひげ図から読み取れる
こととして正しいものをすべて選び，記号で答えなさ
い。

①   Ａ組の中央値は　　　分，  Ｂ組の第 3四分位数は　　　分である。

②   範囲で考えると散らばりが大きいのは　　　組である。

③   Ａ組とＢ組の同じ四分位数を比べると差が一番大きいのは第　　　四分位数である。

④   通学時間が最も短い生徒は　　　組の　　　分である。

⑤   通学時間が 35分以上の生徒は　　　組より　　　組の方が多い。

⑥   通学時間が 40分の生徒が必ずいるとは限らないのは　　　組である。

⑦   Ａ組で通学時間が短い方から数えて９番目の生徒の通学時間は　　　分である。

⑧   Ｂ組で通学時間が 30分以下の生徒は少なくとも　　　人はいる。

ア   どのクラスにも本を全く読まなかった生徒が
いる。

イ   3 組と 4 組は中央値が同じであるから読書冊
数の平均値も同じである。

ウ   1 組と 2 組で読書冊数が 2 冊以下の人数は同
じである。

エ   3組には本を 3冊読んだ生徒がちょうど 10人
いる。

オ   本を 7冊読んだ生徒はどのクラスにも少なくとも１人いる。

カ   範囲に着目すると，1組と 4組の散らばりは同じである。

キ   四分位範囲に含まれる生徒数は 2組が一番多い。

ク  どのクラスも本を 3冊以上読んでいる生徒が少なくとも半数いる。

ステップ 2

ステップ 2
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1

たくさん解いて，解き方を工夫したりして，問題に慣れよう！たくさん解いて，解き方を工夫したりして，問題に慣れよう！

下の A～ Dのヒストグラムについて，それぞれ対応する箱ひげ図をア～エの中から選びなさい。

ＢA

ア ウ エイ
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ステップ 2
2 下の表は次の 4 つの場所における，ある年の 8月の 31日間の最高気温のデータについて，まとめたものである。下の

問いに答えなさい。

北海道・Ａ市

最小値 第 1四分位数 中央値

最高気温（℃）

第 3四分位数 最大値
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①   上のデータについて，それぞれ箱ひげ図をかきなさい。

②   次の文の　　にあてはまる市の名前を答えなさい。
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３）その日の最高気温が 27℃以下である日が約 50％を占めるのは，　　 市である。
４）その日の最高気温が 32℃以上ある日が最も多いのは，　　 市である。

③   次のア～エの中で正しいものをすべて選びなさい。
ア   Ａ市では，8月 1か月のうち 27℃以下の日が 15日以上あるが，Ｂ市では 7日以上である。
イ   Ｃ市では，27℃以上 32℃以下の日数は，36℃以上 37℃以下の日数の約５倍である。
ウ   Ａ市～Ｄ市の四分位範囲から判断すると，南に位置する市ほど，8月の最高気温が高いといえる。
エ   4つの市のヒストグラムをかくと，中央が高く，左右対称の富士山のような形に最も近くなるのは，
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4 右の図は，  A 中学校の 2 年生 1 組から 4 組までの各
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のである。なお，各クラスの生徒数はすべて 40 名で
ある。このとき，次の記述で箱ひげ図から読み取れる
こととして正しいものをすべて選び，記号で答えなさ
い。

①   Ａ組の中央値は　　　分，  Ｂ組の第 3四分位数は　　　分である。

②   範囲で考えると散らばりが大きいのは　　　組である。

③   Ａ組とＢ組の同じ四分位数を比べると差が一番大きいのは第　　　四分位数である。

④   通学時間が最も短い生徒は　　　組の　　　分である。

⑤   通学時間が 35分以上の生徒は　　　組より　　　組の方が多い。

⑥   通学時間が 40分の生徒が必ずいるとは限らないのは　　　組である。

⑦   Ａ組で通学時間が短い方から数えて９番目の生徒の通学時間は　　　分である。

⑧   Ｂ組で通学時間が 30分以下の生徒は少なくとも　　　人はいる。

ア   どのクラスにも本を全く読まなかった生徒が
いる。

イ   3 組と 4 組は中央値が同じであるから読書冊
数の平均値も同じである。

ウ   1 組と 2 組で読書冊数が 2 冊以下の人数は同
じである。

エ   3組には本を 3冊読んだ生徒がちょうど 10人
いる。

オ   本を 7冊読んだ生徒はどのクラスにも少なくとも１人いる。

カ   範囲に着目すると，1組と 4組の散らばりは同じである。

キ   四分位範囲に含まれる生徒数は 2組が一番多い。

ク  どのクラスも本を 3冊以上読んでいる生徒が少なくとも半数いる。

ステップ 2

ステップ 2
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B組

156 Ⅶ 四分位数と箱ひげ図

ア　40mより大きい結果を記録した生徒は 1人しかいない。

イ　24mの記録を出した生徒のクラス順位は，クラスの上位半分に入っている。

ウ　24mの記録を出した生徒は，クラスの平均値を超えている。

エ　23mの記録を出した生徒が必ず 1人はいる。

オ　16mの記録を出した生徒が必ず 1人はいる。

カ　28m以上の記録を出した生徒が 5人いる可能性はある。

下の箱ひげ図はある中学校の B 組男子のハンドボール投げの測定結果を箱ひげ図にまとめたものである。クラスの男
子の人数が 17 人であるとき，下の箱ひげ図から読み取れることとして正しいものをすべて選び，記号で答えなさい。
なお，測定結果は全て整数値で記録したものとする。

さあ，チャレンジしてみよう！あきらめずに最後までトライ！さあ，チャレンジしてみよう！あきらめずに最後までトライ！

1

右の表は，生徒 122人にそれぞれ 10点満点の数学と国
語のテストを行った結果を累積度数でまとめたものであ
る。なお，数学のテストの満点者は国語の満点者のちょ
うど半分であった。また，数学の得点の第３四分位数と
国語の得点の中央値とが一致したという。このとき，次
の問いに答えなさい。

2

①   それぞれの累積度数をもとにして，㋐～㋡の度
数を計算して表に書き込みなさい。

②   表中の xの値を求めなさい。

③   以下の図の○（得点） に数字を書き込むなどして
考え，数学と国語の得点を箱ひげ図をかきなさ
い。

④   四分位範囲で比べると，得点の散らばりが小さいのは数学，国語のどちらであるかを説明しなさい。

⑤   表中の yの値の範囲を求めなさい。
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